
馬潟工業 有限会社

　新型の立型CNC旋盤を操作し、航空機部品の特殊鋼素
材を切削加工する佐貫さんは、社内唯一の女性オペレー
ターだ。「素材のサイズはすごい大物から小さなものまで。
0.01ミリの精度を追求する世界の奥深さを実感しています」
と話す。今は、機械操作の決められた手順をきっちり守るこ
とを念頭に、外部研修に参加しながら勉強中だ。前職は地
方公務員だった佐貫さん。10年間事務職に携わったが、以
前からの“形に残るものづくりをしたい”という夢を諦めら
れず、馬潟工業への転職を叶えた。入社半年後には、今年
度から全社で取り組む《機械保全技能士資格》３級をいち
早く取得するなど、技能取得に意欲的に取り組んでいる。
いつか、ものづくりの技術を後進に伝えたいと願っている。

加工品課
佐貫 夏希さん

2023年入社

自分の手で形に残るものを作りたい

　島根のものづくり企業で働きたいと、県外の大学卒業後
にUターン。「航空機の部品素材を作っている会社が松江に
あったとは驚きました」と振り返る。入社後は品質保証課
で、検品した製品に、文字や数字を刻む打刻作業、出荷準
備を担当。約１年前から、大型部品を公差内で計測できる
《三次元座標測定機》の操作技能を磨いている。「三次元
測定機は高精度だけに、機械の入力、動作に関わるプログ
ラミングに時間がかかります。操作経験を積んだ先輩から
教わりながら、早く的確に自分でプログラミングできるよう
になりたいです」。栄本さんが働くのは、1984年に建てら
れた第３・4工場。入社直後には無かった冷房設備がその後
設置され、快適な作業環境を実感している。

品質保証課
栄本 圭祐さん

2021年入社

三次元測定機のプログラミングが目標

　2001年のISO9001認証取得を契機に、それまでは現場
職人の技術と裁量に頼った製品づくりのプロセスを社内で共
有、規定化させ、人材育成と職場環境づくりに取り組んで
いる。３カ月の新人研修期間をへて、全３年のフォローアッ
プ教育期間を設け、勤務時間内に外部施設で専門技術を磨
くなど、じっくり時間をかけて社員を育てる。「社員は未経
験者、異業種からの転職者もいますが、離職率の低さが自
慢です」と寺本工場長。2020年以降、工場の屋根や窓の
断熱工事、室温空調設備の整備も進み、創立50周年を視
野に、社員の厚生施設建設計画も進行中だ。「次代の
“MAKATA品質”を担う若手社員が安心して働け、ものづ
くりの楽しさを味わえる環境づくりを最優先に考えています」

常務取締役・工場長
寺本 秀美さん

若手の夢とプライドを育む環境づくり

採用担当者からあなたへ

事業内容

総務担当
安達 智幸さん

金属加工

馬潟工業 有限会社

私たちの会社は金属加工を
する会社です。機械を操作
し航空機や自動車の部品を
加工しています。熟練した技
術と知識、経験がものを言
う仕事なので、とにかく続け
てお勤めしてもらえる方が
必要です。技術も知識も経
験も、全て『継続は力なり』
です。まずは一歩を踏み出
してみましょう。

公式サイトは
こちら

0852-37-0106

tomoyuki-adachi@makatakg.com

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先
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社員数　51名（男49名　女2名）
本　社　島根県松江市八幡町786
電　話　0852-37-0106
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取り扱う鋼素材は年間500種以上。最先端の高次元・複合加工機導入で、全国の大手重工企業との取引も増大し、社員のやる気も一層高まっている 自分で考え機械を操作。ものづ
くりの魅力を体感できる 航空機の安全な飛行を支えるという責任感と誇りが、成長の原動力 「扱う素材はハード。でも、心はソフトに」と松尾社長
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航空機・エネルギー関連部品の
素材加工を通じ地域と世界に貢献
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